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血液事薫の実施につきましては,平素より格別の御尽力を頂いており厚く御礼申し上Ifます.

さて.今般,血液製剤に鞄する薬価の改定が行われることとなりました.この改定は.新血液事業推達検討

委員会算ー次韓告に基づく革業展閑の-環として行われたものでありますが,これと同時に同耗菖の塵旨に沿

った事是違宮の見直しが必要であると考えます.さらに,将乗に向けて合援的かつ効率的な事菓捧制を確保す

るために,組続の見直しにも早急に着手する必要があると考えます.

また.民問企業の協力を得て献血由来の血崇分画製剤が大幅に増産されますが.その円滑な供給促遥のため

には,赤十字肩掛こおける適正価格での優先任用が先決と考えますので,緊急に所要の措置を講じられるよう

お願いしますo

なお,詳細につきましては.別途生物製剤課長より通知をさせますので..本通知と併せて,その趣旨を全職

貞及ぴ閑係者に周知されるようお顧いしますo

記

1.成分献血, 400nC献血の飛罷的推進を図るたかこは.賓在の杜会環境にふさわしい献血を推遊する必要があ

るので.血液センタ-と相互にアイデ7を出し合い.各地域の実状に応じた就血の推進に穿められたいことo

2.成分献血の推進が効率的に行われるよう各壇Eg捧.事業所等ヘの理鰐と協力を釆められたいこと.

3.血梁分画型剤の国内自給の推進方策については,平成2車1月18E3付藁発第39号で示したとおりであるが,

このうち.アルプミン製剤及ぴ免疫グロプリン製剤の製造.供給につtlては,日本赤十字社が行うはか,国内

に髪造プラントを有する国内企蓑に製造.供絵を依頗することとし,日本赤十芋社,拙日本血液梨剤協会及ぴ

厚生省の3者による基本合恵く別紙略lが成立したので,その遷旨を広く献血昔,医豪関係者等に周知し.血

液事業-の聖解と協力を求められたいこと.

4.血崇分画製剤の国内自絵を囲るためには.原料血崇を献血により確保するとともに.医森枚関での使用適正

化の撤底.献血由来製剤の優先佳用の促逢が図られなければならない.,貴掛こおかれては,自治捧病院を始め

として管内の医轟関係者に対し.本趣旨の理解と協力を求められたいこと.

5.なお.貴庁出先桟関及び管内市町村において献血担当部署及ぴその担当莫務が明確化されていないところに

ついては.計画的な献血の推遭を図る観点からも早急に必妻な対広をされたいこと.


